
消防救第 195 号 

令和７年６月５日 

 

各都道府県消防防災主管部（局）長 殿 

 

消防庁救急企画室長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

日勤救急隊の導入検討について（通知） 

 

「救急隊員の適正な労務管理の推進について（通知）」（平成 30 年３月 30 日

付け消防救第 56号消防庁救急企画室長通知）等を踏まえ、適正な労務管理の推

進のため、各消防本部（以下、本部という。）において、救急需要が多い時間帯

に救急隊を増隊する取り組みが進められているところです。 

令和５年中の救急自動車による救急出動件数・搬送人員は、集計を開始した昭

和 38年以降、最多を記録しており、今後も、高齢化の進展等による救急需要の

増加が考えられます。また、令和５年中の、救急要請を入電した時刻別の搬送人

員は、特に日中の時間帯が相対的に多い状況であり（別紙１参照）、令和６年８

月１日時点の調査では、720 本部のうち、95 本部において救急隊の労務管理と

していわゆる日勤救急隊が導入されている状況です。 

こうした中、令和６年度救急業務のあり方に関する検討会において、日勤救急

隊について検討され、日勤救急隊は、女性救急隊員の活躍も含めた多様な働き方

に資する他、日中に多い救急需要に対応しており、需要が多いエリアに機動的に

配置することで、増加する救急需要への対策になると考えられる旨が報告され

ました。ついては、救急隊の増隊に際しては、日勤救急隊を増隊することにより、

救急隊１隊当たりの活動時間の平準化や救急隊員の多様な働き方に資すると考

えられると同時に、日中等に需要が多い地域へ配置することで、増大する救急需

要への対策の強化となると考えられるため、地域の実情に応じ、日勤救急隊の導

入を検討いただくようお願いいたします。 

なお、別紙２のとおり、日勤救急隊を導入した本部の事例を紹介するので、必

要に応じ、導入の検討に際して参考としていただきたい。 

また、本通知について、貴都道府県内市町村（消防の事務を処理する一部事務

組合等を含む。）に対し、遺漏のないよう周知方お願いいたします。 

 

 

 

  

 

            

【連絡先】消防庁救急企画室 

寺村、金子、長谷、森、伊藤、的場、山名 

TEL：03-5253-7529（直通）  



別紙１ 

 

 「令和６年版 救急・救助の現況」（37頁）より抜粋 

 

 

 

 



「令和６年版 救急・救助の現況」（75頁）より抜粋 



名古屋市消防局資料 別紙２ 

 

 

 

名古屋市消防局では、令和５年４月３日から、新たに本部直轄の救急隊を２隊

増隊し運用を開始しました。新たに増隊した救急隊は、119 番通報が集中するこ

とが多い昼間の時間帯(青空(Blue)の時間帯)に限定して活動し、名古屋の市域

全体を守る救急隊という意味から市章の「八」を連想させる「EIGHT」を付して、

「Blue EIGHT(ブルーエイト)」と称します。 

昼間の時間帯に限定した運用、また空白地域をカバーする「機動的な運用」は、

名古屋市初の試みとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

             

    
        

          

                     

       

    
        

    
        

     

       

        

        

        
         

    

                
        

        

              
        

    

       

         

                             
      
                              
                             

    

 
 

           
                         
                        

                   
                      

                    

          

                    

      

    

          

          

         

    

   

   

  

               
        

      

         

                             
              



名古屋市消防局資料 

 

 

 

          

        
                               
   

   

 

 

  
  

  

 

 
   

 

  
  

  

   

 
  

   

  

  
    

  

  

  

  

  

  
 

  

  

 

  

    

  
   

   

  

 

  

     

   

     

  

     

     

        

     

                          

                                                              
             

        

         

                

  

            

           

        

             

             

        

              

              
                           

            

          
       

             
             
            

             
             
             

                      

                   

                        

                

                       

         

       

 

  

 

 

  
 

  

  

  

  
 

    

     

  

 

  

     

     

  

     

   
 

                  

   
 

   
 

   
 

   
 

 

         


